
伊
豆
の
な
ま
こ
壁
建
造
物
群
と
清
水
瓦

網

伸

也

伊豆のなまと壁建造物群と清水E

は
じ
め
に

伊
一
旦
は
海
と
山
の
園
で
あ
る
。
半
島
全
域
に
わ
た
っ
て
海
岸
糠
に
は
切
り
だ
っ
た
山
肌
が
迫
り
、
相
模
離
や
駿
河
湾
に
疏
れ
こ
む
河

川
沿
い
に
狭
陸
な
平
野
部
が
広
が
る
。
そ
の
河
口
は
太
平
洋
の
罪
戒
を
避
け
る
入
り
江
と
な
り
、
小
さ
い
な
が
ら
数
多
く
の
良
港
が
点

在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
で
清
水
港
か
ら
西
伊
豆
の
土
肥
港
へ
向
か
う
と
、
港
に
迫
る
山
の
岩
肌
が
圧
倒
的
ス

ケ
ー
ル
で
我
々
を
迎
え
て
く
れ
る
し
、
伊
豆
急
行
か
ら
み
る
東
伊
豆
海
岸
で
は
、
山
際
の
平
野
部
に
密
集
し
て
営
ま
れ
る
人
々
の
暮
ら

し
を
垣
間
見
る
と
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
下
回
街
道
(
天
城
街
道
)
や
松
崎
街
道
な
ど
、
山
間
部
を
縦
横
断
す
る
陸
路
を
通
れ
ば
、
ぞ

と
に
は
海
岸
部
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
山
を
生
業
と
す
る
集
落
が
多
く
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
海
と
山
の
風
土
を
合
わ
せ
持
つ
伊
豆
は
、
古
よ
り
独
自
の
文
化
圏
を
形
成
し
て
い
た
。
と
く
に
、
人
々
と
海
と
の
か
か

わ
り
は
古
く
か
ら
密
接
で
、
下
回
市
=
一
穂
ケ
崎
の
岩
場
に
お
け
る
古
墳
時
代
後
期
の
石
製
玉
類
の
出
土
や
、
南
伊
豆
町
の
日
野
遺
跡
で

の
奈
良
コ
一
彩
小
壷
蓋
の
出
士
は
、
航
海
の
安
全
を
神
に
祈
る
海
上
交
通
の
祭
記
と
関
係
が
あ
る
。
司
日
本
書
紀
』
な
ど
に
伊
豆
が
配
涜

地
と
し
て
「
伊
豆
嶋
」
と
記
載
さ
れ
る
の
も
、
峻
輸
な
山
々
に
よ
っ
て
内
陸
部
と
遮
断
さ
れ
た
伊
豆
と
海
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ

る
(
網
一
九
八
七
)
。

ま
た
、
『
扶
桑
略
記
』
天
武
天
皇
九
年
(
六
八

O
)
七
月
条
に
「
駿
河
二
郡
を
別
け
て
伊
豆
固
と
な
す
」
と
あ
り
、
伊
豆
は
早
く
か
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ら
一
固
と
し
て
独
立
し
た
こ
と
を
示
す
。
『
扶
桑
略
記
』
の
記
述
が
ど
こ
ま
で
正
し
い
の
か
確
か
め
る
術
は
な
い
が
、
平
城
京
二
条
大

路
出
土
木
簡
な
ど
か
ら
奈
良
時
代
の
伊
豆
国
は
田
方
・
賀
茂
・
那
賀
の
三
郡
の
み
で
形
成
さ
れ
て
い
た
(
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

一
九
九
O
Y
伊
豆
諸
郡
か
ら
は
調
と
し
て
「
堅
魚
し
が
多
量
に
進
上
さ
れ
て
お
り
、
近
現
代
ま
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
鰹
漁
と
時

代
を
超
え
て
精
ひ
っ
く
。

南
伊
豆
に
お
け
る
鰹
漁
は
前
近
代
か
ら
盛
ん
で
、
大
正
年
聞
に
は
鰹
の
漁
護
高
は
収
穫
量
・
代
価
と
も
に
最
高
で
あ
っ
た
。
と
く

に
、
特
産
品
と
し
て
鰹
節
が
多
く
製
造
さ
れ
、
伊
豆
節
と
し
て
土
佐
節
と
並
ぶ
名
声
を
得
て
い
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
明
治
四
四
年

の
鰹
節
の
製
造
総
額
は
一
二
三
八
，
七
一
四
円
と
、
他
の
水
産
加
工
品
と
比
較
し
て
群
を
抜
い
て
い
た
(
賀
茂
郡
教
育
舎
一
九
一
四
)
。

そ
し
て
、
控
漁
を
中
心
に
漁
港
と
し
て
栄
え
た
下
回
や
松
崎
に
は
、
町
の
繁
栄
を
示
す
い
わ
ゆ
る
「
な
ま
こ
壁
」
造
り
の
桟
瓦
葺
き
建

造
物
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
美
し
い
町
並
み
は
、
現
在
で
は
人
々
の
旅
愁
を
誘
う
重
要
な
伝
統
的
建
造
物
群
を
形
成
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
町
並
み
保
存
と
活
用
事
業
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
(
松
崎
町
教
育
委
員
会
二

O
O二
a
・
静
岡
県
下
田

市
教
育
委
員
会
二

O
二一一)。

た
だ
、
な
ま
と
壁
の
建
造
物
群
を
有
形
文
化
財
と
考
え
る
う
え
で
、
個
々
の
建
物
を
構
成
す
る
重
要
な
属
性
で
あ
る
桟
耳
と
な
ま
こ

田
髭
の
読
通
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
な
ま
と
壁
と
並
び
防
火
建
築
材
と
し
て
多
く
利
用
さ
れ
た
有
名
な

伊
豆
石
に
つ
い
て
は
、
下
回
旧
市
街
地
建
造
物
群
の
調
査
で
石
材
の
産
出
地
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
な
ど
、
半
島
内
各
地
で
の
産
出
・
流

通
が
想
定
で
き
る
が
、
伊
豆
半
島
に
お
け
る
互
生
産
は
一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
他
地
域
か
ら
多
量
の
瓦
を
海
運

に
よ
っ
て
運
び
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
下
回
と
松
崎
の
な
ま
と
壁
建
造
物
群
に
使
用
さ
れ
た
瓦
類
と
漆
喰
に
焦
点
を

あ
て
て
調
査
を
行
い
、
聞
き
取
り
調
査
も
交
え
て
伊
豆
半
島
に
お
け
る
瓦
の
涜
通
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。
な
お
、
本

稿
は
平
成
二
五
年
(
二

O
二
二
)
一

O
月=一

O
日
よ
り
一
一
月
五
日
ま
で
行
っ
た
、
伊
豆
下
回
・
松
崎
と
静
岡
・
清
水
地
域
の
現
地
調

査
に
基
づ
い
て
い
る
。
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旧
岩
科
学
校
校
舎
と
清
水
瓦

松
崎
町
は
西
伊
豆
の
駿
拘
再
に
面
し
た
拠
点
的
な
港
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
豊
富
な
漁
獲
量
だ
け
で
な
く
、
明
治
時
代
以
降
に

は
養
蚕
業
や
木
炭
生
産
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
と
く
に
養
蚕
業
は
近
代
的
な
工
場
制
工
業
を
導
入
し
て
良
質
な
生
糸
を
生
産
し
、
松
崎
で

の
初
取
引
の
値
段
は
関
東
や
東
北
地
方
の
繭
相
場
の
標
準
と
な
り
「
松
崎
相
場
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
木
炭
生
産
も

地
場
産
業
で
随
一
の
地
位
を
保
ち
、
昭
和
二

0
年
代
に
生
産
量
の
ピ

1
ク
を
迎
え
た
と
い
う
(
松
崎
町
教
育
委
員
会
二

O
O五)。

町
の
繁
栄
は
こ
れ
ら
の
産
業
を
基
盤
と
し
、
多
く
の
な
ま
と
壁
の
商
家
や
民
家
な
ど
が
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
現
地
調
査
で
は
、
ま
ず
と
の
松
崎
町
の
調
査
に
入
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
伊
豆
半
島
に
お
け
る
耳
の
生
産
と
流
通
を
考
え
る

う
え
で
、
松
崎
町
に
所
在
す
る
旧
岩
科
学
校
校
舎
の
資
料
が
非
常
に
重
麗
且
だ
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

旧
岩
科
学
校
校
舎
は
、
明
治
一
二
年
(
一
八
七
九
)
に
着
工
、
翌
年
の
九
月
に
壇
玉

し
た
明
治
期
を
代
表
す
る
学
校
建
築
で
あ
る
。
バ
ル
コ
ニ
ー
な
ど
洋
風
を
取
り
入
れ
な

が
ら
も
、
明
治
初
期
の
学
校
建
築
で
は
和
風
要
素
が
多
い
建
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

木
造
桟
瓦
葺
き
で
、
一
一
階
寄
棟
造
り
主
屋
の
正
面
中
央
に
唐
破
風
造
り
の
玄
関
を
設
け
、

平
屋
入
母
屋
造
り
の
副
舎
を
両
側
に
配
す
る
。
建
物
基
礎
に
は
伊
豆
石
の
切
石
を
一
一
段

に
積
み
、
副
合
外
壁
の
漆
喰
塗
り
込
め
と
腰
な
ま
と
壁
の
調
和
が
美
し
い
。
玄
関
ポ
ー

チ
二
階
に
は
、
一
二
条
実
美
が
筆
を
と
っ
た
「
岩
科
撃
校
明
治
己
卯
夏
日
実
美
書
」

の
一
掃
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

二
階
西
端
は
十
八
畳
敷
き
の
和
窒
と
な
っ
て
お
り
、
小
壁
全
面
に
鰻
絵
の
名
工
と
し

て
名
高
い
入
江
長
八
の
千
羽
鶴
の
作
品
が
あ
る
と
と
か
ら
鶴
の
聞
と
よ
ば
れ
る
。
長
八

に
よ
る
千
羽
鶴
の
鰻
絵
は
圧
巻
で
、
多
く
の
鶴
た
ち
が
東
の
空
か
ら
上
下
・
左
右
に
分

伊豆のなまと壁建造物群と清水瓦
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か
れ
て
西
の
夕
日
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
い
く
(
日
比
野
秀
男

二
O
三
己
。
こ
れ
は
鶴
に
例
え
た
生
徒
た
ち
が
、
明
日
に
向
か
っ
て
飛

び
立
つ
様
子
を
描
い
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
壁
絵
の
松
葉
模
様
は
手
書

き
で
は
な
く
ス
タ
ン
プ
で
あ
る
こ
と
が
修
理
で
判
明
し
、
建
設
当
初
の
色

彩
が
見
事
に
よ
み
が
え
っ
て
い
た
(
図
1
1
二
階
バ
ル
コ
ニ
ー
は
狭
く

機
能
的
で
な
く
、
洋
風
建
築
様
式
を
和
建
築
に
導
入
し
た
と
き
の
不
自
然

さ
を
残
す
も
の
で
あ
る
。

旧
岩
科
学
校
校
舎
は
、
平
成
二
年
か
ら
二
年
あ
ま
り
か
け
て
解
体
修
理

が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
、
屋
根
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
玄
関
ポ
1
チ
唐
破

風
大
棟
の
鬼
五
の
上
端
に
「
静
岡
麟
下
駿
河
固
有
度
郡
渋
川
村
渡
温

千
代
松
作
L

の
箆
書
き
が
施
さ
れ
て
い
る
と
と
が
判
明
し
た
の
だ
(
図

2
・
3
)
。
ま
た
、
両
副
舎
大
棟
の
鬼
瓦
上
端
に
も
「
渡
遁
千
代
L

の
箆

書
き
が
認
め
ら
れ
、
軒
桟
瓦
の
平
文
様
部
上
縁
と
桟
瓦
端
面
に
は
「
一
割

渋
」
の
押
印
が
施
さ
れ
も
の
が
発
見
さ
れ
た
(
松
崎
町
一
九
九
三
)
。

報
告
に
よ
れ
ば
、
と
こ
に
あ
る
「
渡
遁
」
は
清
水
市
の
金
左
衛
門
商
屈
で

あ
り
、
当
時
は
清
水
瓦
と
呼
ば
れ
巴
川
南
岸
の
渋
川
に
多
く
の
耳
生
産
の

作
業
場
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
。

と
と
ろ
で
、
と
れ
ま
で
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
互
生
産
地
を
考
え
る
う
え
で
、
軒
平
五
と
軒
桟
五
の
瓦
当
文
様
の
系
統
分
類
が

重
視
さ
れ
て
き
た
。
と
く
に
、
金
子
智
氏
は
江
戸
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
軒
平
瓦
・
軒
桟
互
の
唐
草
文
様
を
三
つ
の
系
統
に
分
類
し
、

A

恒国jkl 
102 玄閏ポ→予7烏
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1制 本屋大僚

臨調
i田本.IoJII;棟
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種
を
「
紅
戸
式
」
(
江
戸
近
隣
の
関
東
圏
の
み
に
分
布
し
、
他
地
域
で
の
分
布
が
見
ら
れ
な
い
て

B
種
を
「
大
阪
式
」
(
本
来
の
生
産
地

と
推
定
さ
れ
る
京
阪
神
地
域
以
外
に
も
広
く
分
布
が
見
ら
れ
る
)
、

C
種
を
「
東
海
式
」
(
名
古
屋
近
隣
が
生
産
地
と
し
て
推
定
さ
れ
る

が
、
闘
東
地
域
に
も
分
布
が
見
ら
れ
る
)
と
整
理
し
た
(
図
4
1
そ
し
て
、
一
九
世
紀
以
降
に
は
東
海
地
域
で
の
瓦
生
産
が
活
発
化

し
、
「
三
州
瓦
」
と
し
て
全
国
展
開
す
る
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
(
金
子
一
九
九
六
)
。

旧
岩
科
学
校
校
舎
の
軒
桟
瓦
の
唐
草
文
様
は
、
金
子
氏
が
分
類
す
る
と
と
ろ
の
C
種
「
東
海
式
」
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
中
心
子
葉

が
二
葉
の
独
自
な
文
様
を
も
つ
も
の
も
あ
る
(
図
5
1
他
地
域
の
な
ま
と
壁
建
造
物
群

に
も
同
種
の
「
東
海
式
」
軒
桟
瓦
が
葺
か
れ
て
い
る
乙
と
か
ら
、
近
代
に
お
け
る
伊
豆
半

島
で
の
瓦
の
疏
通
は
三
州
瓦
が
主
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
旧
岩
科

学
校
校
舎
の
解
体
修
理
調

査
は
、
創
建
当
時
に
校
舎

の
屋
根
を
葺
い
た
瓦
が
清

水
で
生
産
さ
れ
た
瓦
で

伊豆のなまと壁建造物群と清水E

あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
伊
豆
半

島
に
お
い
て
清
水
瓦
が
広

く
疏
通
し
て
い
た
可
能
性

を
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
建
物
の
裏
手

に
修
理
の
と
き
に
下
ろ
さ

、仏轡グイ藁

ヤマZ7て
吋や戸P

ホ

金子智氏による軒桟瓦分類図4
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れ
た
軒
桟
瓦
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
補
修
用
の
軒
桟
瓦
を
手
に
取
っ
て
観
察
で
き
た
。
文

様
構
成
は
清
水
五
と
同
じ
で
あ
る
が
、
嬬
し
の
状
況
な
E
は
創
建
軒
桟
五
と
は
異
な
っ
て

お
り
、
凸
面
に
「
三
州
高
浜
野
安
製
」
の
押
印
が
あ
る
。
校
舎
の
創
建
時
は
清
水
瓦

で
あ
る
が
、
後
の
補
修
瓦
と
し
て
は
三
州
耳
を
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述
す

る
聞
き
取
り
調
査
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
松
崎
に
お
い
て
は
後
に
清
水
瓦
と
三
州
五
が
括

抗
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
、
創
建
当
時
の
瓦
が
す
べ
て
清
水
瓦
で
あ
る
事
実
は
、
な
ま
と
壁
五
も
清
水
産

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
と
を
示
し
て
い
る
。
今
回
の
現
地
調
査
で
、
旧
岩
科
学
校
校
舎

に
展
示
し
て
い
る
刻
印
瓦
と
な
ま
と
壁
瓦
を
観
察
し
た
が
、
文
様
構
成
は
三
州
瓦
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
屋
根
に
葺
か
れ
た
と
き
押
印
が
な
け
れ
ば
三
州
瓦
と
区
別
が
で
き
な

い
ほ

E
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
な
ま
と
壁
瓦
は
、
四
隅
に
釘
穴
を
施
す
の
で
は
な
く
各
辺
中

央
に
釘
穴
が
あ
り
、
木
釘
が
釘
穴
に
残
っ
て
い
る
。
表
面
調
整
は
丁
寧
で
面
取
り
を
施
す
の
に
対
し
、
裏
面
は
ナ
デ
が
雑
で
壁
地
に
固

着
さ
せ
る
た
め
の
漆
喰
が
付
着
す
る
。
漆
喰
目
地
の
形
状
は
中
央
が
膨
ら
ん
だ
お
酒
落
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
基
準
線
は
墨
打
ち
に

よ
っ
て
仮
の
直
線
を
朱
線
で
ひ
き
、
そ
れ
を
も
と
に
フ
リ
I
ハ
ン
ド
に
よ
っ
て
里
で
曲
線
基
準
線
を
施
し
て
い
る
(
図
6
1
ち
な
み

に
、
旧
岩
科
学
校
校
舎
の
な
ま
と
壁
瓦
は
金
子
智
氏
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
釘
穴
を
辺
中
央
に
穿
つ
第
3
形
態
で
一
七
世
紀
後
半
か
ら

一
八
世
紀
前
半
に
出
現
す
る
と
い
う
(
金
子
一
九
九
九
)
。

な
お
、
旧
岩
科
学
校
校
舎
と
同
じ
渡
遁
千
代
松
の
箆
書
き
は
、
静
岡
市
内
に
所
在
す
る
臨
済
寺
御
本
堂
の
大
棟
鬼
耳
に
も
残
っ
て
お

り
、
御
本
堂
が
桟
瓦
葺
き
に
改
修
さ
れ
た
明
治
二

O
年
の
も
の
で
あ
る
(
松
崎
町
一
九
九
三
・
重
要
文
化
財
臨
済
寺
本
堂
修
理
委
員

一
九
九
四
)
。
臨
済
寺
は
今
川
義
元
が
、
父
氏
親
の
建
立
し
た
善
得
寺
を
天
文
五
年
(
一
五
三
六
)
に
禅
宗
寺
院
と
し
て
改
名
し

A
一品

旧岩科学校なまと壁瓦
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た
寺
院
で
、
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
江
戸
時
代
を
通
じ
て
幕
府
か
ら
篤
い
援
助
を
ゆ
つ
け
た
古
剰
で
あ
る
。
本
堂
は
慶
長
一
四
年

三

六
O
九
)
か
ら
元
和
二
年
三
六
二
ハ
)
ま
で
の
聞
に
完
成
し
た
方
丈
型
式
の
建
物
で
、
現
在
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

と
の
よ
う
な
駿
府
の
古
剃
の
大
修
理
に
も
清
水
瓦
渡
遁
金
左
衛
門
の
千
代
松
が
関
わ
っ
て
お
り
、
当
時
の
清
水
瓦
が
い
か
に
繁
栄
し
、

当
地
域
の
瓦
の
生
産
疏
通
を
担
っ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
以
下
に
、
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た
箆
書
き
銘
を
示
し
て
お
く
。

伊豆のなまと壁建造物群と清水E

〈
臨
済
寺
本
堂
大
棟
鬼
瓦
の
箆
書
き

lv

静
岡
下
駿
河
固

有
渡
郡
渋
川
村

製
造
人
渡
遁
金
左
衛
門

明
治
弐
拾
年

未
六
月

八
臨
済
寺
本
堂
大
棟
鬼
瓦
の
箆
書
き

2
V

明
治
弐
拾
年

未
六
月
製
造
人

駿
州
有
渡
郡
渋
川
村

瓦
屋
渡
温
金
左
衛
門

同
苗
千
代
松
作
之
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屋
根
瓦
の
固
定
ゃ
な
ま
こ
壁
に
使
用
す
る
漆
喰
の
材
料
に
つ
い
て
は
、
松
崎
の
業
者

(
宮
内
商
庖
な
ど
)
か
ら
取
り
寄
せ
て
い
た
。
宮
内
商
庖
は
現
在
も
浜
近
く
の
商
庖
街
で

金
物
屈
を
営
ん
で
い
る
。
漆
喰
灰
は
ほ
と
ん
ど
が
石
灰
で
、
福
島
県
(
い
わ
き
)
か
ら
取

り
寄
せ
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
貝
灰
も
地
元
で
は
生
産
し
て
お
ら
ず
、
沼
津
あ
た
り
か

ら
取
り
寄
せ
て
い
た
。
若
い
と
ろ
、
横
浜
で
修
業
し
て
い
た
時
に
貝
灰
を
よ
く
使
っ
て
い
た
。
員
灰
は
扱
い
が
い
い
が
、
値
が
高
く
松

崎
で
は
あ
ま
り
使
わ
な
か
っ
た
。
定
着
剤
の
ツ
ノ
マ
タ
は
仙
台
の
も
の
が
よ
く
、
地
元
の
ツ
ノ
マ
タ
は
弱
い
。

瓦
は
、
ゴ
一
州
瓦
は
あ
ま
り
使
わ
ず
、
清
水
瓦
と
呼
ん
で
い
た
瓦
を
昭
和
八
年
か
ら
一

O
年
と
ろ
買
付
け
に
行
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
う

る
覚
え
だ
が
、
川
沿
い
(
静
岡
市
清
水
区
を
流
れ
る
巴
川
)
に
工
場
が
並
ん
で
い
た
。
伊
豆
に
は
よ
く
、
望
月
三
蔵
商
屈
が
船
で
営
業

し
瓦
を
売
り
に
き
て
い
た
。
私
は
三
河
の
瓦
よ
り
、
お
得
意
先
の
清
水
瓦
を
多
く
使
っ
た
。
裏
の
普
音
寺
も
昭
和
八
年
に
清
水
耳
で
葺

い
て
い
る
(
図
7
1
地
元
で
生
産
さ
れ
た
笠
野
瓦
や
天
神
瓦
(
天
神
原
で
製
造
)
も
覚
え
て
い
る
が
、
砂
が
悪
く
て
使
え
な
か
っ
た
。

と
れ
ら
の
地
元
の
瓦
は
、
左
官
職
人
が
補
修
瓦
と
し
て
作
っ
た
瓦
で
、
広
く
読
通
し
な
か
っ
た
。
松
崎
地
域
で
使
用
さ
れ
た
五
は
、
三

州
瓦
と
清
水
瓦
が
半
々
く
ら
い
で
は
な
い
か
。
な
お
、
三
州
瓦
と
清
水
五
は
鬼
瓦
を
み
れ
ば
わ
か
る
。
ガ
ン
ブ
リ
・
カ
タ
・
ア
シ
の
形

松
崎
町
に
お
け
る
瓦
疏
通
の
実
態
と
漆
喰
の
調
達

j
左
官
職
人
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
|

目
岩
科
学
校
校
舎
に
お
け
る
調
査
の
後
、
松
崎
町
在
住
の
左
官
職
人
か
ら
興
味
深
い
お

話
を
う
か
が
っ
た
。
聞
き
取
り
調
査
の
日
時
は
、
平
成
二
五
年
一

O
月
三
一
日
で
あ
る
。

ま
ず
、
松
崎
町
岩
科
山
口
区
に
在
住
の
左
官
職
人
佐
藤
勉
氏
(
大
正
一
五
年
生
ま
れ
)

宅
を
訪
問
し
、
昭
和
初
期
(
戦
時
中
)
の
瓦
や
左
官
材
料
で
あ
る
漆
喰
の
調
達
状
況
を
お

聞
き
し
た
。

普音寺本堂
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を
よ
く
真
似
て
書
い
て
い
た
。
ま
た
、
下
り
棟
の
カ
ザ
キ
リ
は
桟
瓦
の
上
に
漆
喰
を
し
っ
か
り
置
い
て
溝
を
作
り
、
上
に
丸
瓦
を
圃
定

さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
。
土
で
固
定
し
た
も
の
は
手
抜
き
で
、
後
か
ら
草
が
生
え
て
く
る
の
で
す
ぐ
わ
か
る
。

山
口
地
区
の
大
火
事
に
つ
い
て
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
父
親
の
小
さ
い
と
ろ
(
日
露
戦
争
と
ろ
?
)
に
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
昔

は
み
ん
な
貧
し
く
て
土
蔵
の
壁
も
組
土
壁
だ
っ
た
。
財
を
な
し
て
少
し
ず
つ
中
塗
り
を
施
し
た
り
、
上
塗
り
を
施
し
た
り
し
て
い
た
。

な
ま
と
壁
は
財
が
な
い
と
で
き
な
い
。

佐
藤
氏
の
ア
ト
リ
エ
に
は
、
伊
E
の
左
官
職
人
ら
し
く
自
作
の
見
事
な
竜
な
E
の
鰻
絵
が
所
狭
し
と
置
か
れ
て
い
た
。
い
く
つ
に

な
っ
て
も
腕
を
磨
き
続
け
る
職
人
の
魂
を
垣
間
見
た
気
が
し
た
。
な
お
、
沼
津
あ
た
り
か
ら
取
り
寄
せ
た
と
い
う
員
灰
に
つ
い
て
は
、

清
水
の
織
戸
(
折
戸
)
村
で
「
白
灰
屋
」
が
江
戸
時
代
に
お
と
り
、
織
戸
で
は
製
塩
と
と
も
に
重
要
な
産
業
だ
っ
た
こ
と
を
、
静
岡
市

文
化
財
課
の
渡
温
康
弘
氏
に
お
教
え
い
た
だ
い
た
。
渡
遁
氏
に
よ
れ
ば
文
政
三
年
(
一
八
二

O
)
の
『
駿
河
記
』
に
「
織
戸
村
に
白
灰

屋
有
り
、
牡
蝿
及
び
白
梅
石
を
焼
き
て
白
灰
と
為
す
。
白
壁
の
具
な
り
。
古
来
故
あ
り
て
国
中
一
家
の
白
灰
師
と
な
る
な
り
」
と
あ

り
、
酸
河
は
・
も
ち
ろ
ん
海
路
に
よ
っ
て
品
川
・
江
戸
に
も
送
ら
れ
白
壁
の
材
料
と
な
っ
た
と
い
う
。
乙
れ
ら
駿
河
湾
沿
岸
部
の
「
白

灰
」
生
産
は
昭
和
の
初
め
か
ら
戦
中
く
ら
い
ま
で
は
行
わ
れ
て
い
た
と
の
と
と
で
、
沼
津
と
清
水
で
場
所
は
若
干
異
な
る
が
佐
藤
氏
の

話
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
松
崎
町
道
部
在
住
の
左
官
職
人
山
本
堪
一
氏
(
昭
和
三
年
生
ま
れ
)
を
訪
ね
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
漆
喰
の
仕
入
れ
で
あ
る
が
、
や
は
り
宮
内
商
屈
な
ど
地
元
の
業
者
か
ら
取
り
寄
せ
て
い
た
。
貝
灰
は
伸
び
が
い
い
の
で
ほ
と

ん
ど
壁
の
仕
上
げ
に
使
っ
て
い
た
。
屋
根
漆
喰
で
は
貝
灰
は
弱
い
た
め
使
え
な
い
。
地
元
で
は
員
灰
の
生
産
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
す
べ

て
取
り
寄
せ
も
の
で
あ
る
。
清
水
の
貝
灰
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
。
そ
の
ほ
か
は
石
灰
で
あ
る
が
、
産
地
は
わ
か
ら
な
い
。
定
着
剤
の
ツ

ノ
マ
タ
は
、
北
朝
鮮
・
北
海
道
・
三
陸
海
岸
の
も
の
が
良
質
で
、
一
年
か
ら
二
年
寝
か
せ
れ
ば
そ
の
中
で
も
い
い
ノ
リ
か
悪
い
ノ
リ
か

わ
か
る
。
灰
と
ツ
ノ
マ
タ
の
配
合
は
固
定
で
き
な
い
。
ノ
リ
の
質
に
よ
っ
て
で
き
る
量
が
異
な
っ
て
く
る
か
ら
だ
。
地
元
の
ツ
ノ
マ
タ
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は
、
東
海
岸
産
は
ま
だ
使
え
る
が
、
西
海
岸
産
は
粘
り
が
な
く
水
っ
ぽ
い
仕
上
が
り
と
な
り
使
え
な
い
。

瓦
は
清
水
を
多
く
扱
っ
て
い
た
が
、
三
州
か
ら
清
水
経
由
で
入
っ
て
き
た
も
の
も
あ
る
。
三
州
五
は
粘
り
が
あ
っ
て
使
い
や
す
か
っ

た
が
、
清
水
瓦
は
割
れ
や
す
い
感
じ
で
よ
く
な
い
。
ど
ち
ら
の
も
の
か
触
っ
た
ら
す
ぐ
わ
か
る
。
古
い
家
で
使
っ
て
い
る
の
は
三
州
瓦

が
多
く
、
新
し
い
家
は
清
水
瓦
で
は
な
い
か
。

山
本
氏
の
話
は
、
貝
灰
や
漆
喰
の
定
着
剤
で
あ
る
ツ
ノ
マ
タ
に
つ
い
て
は
佐
藤
氏
と
共
通
し
た
と
こ
ろ
が
多
く
み
ら
れ
た
が
、
瓦
の

仕
入
れ
先
に
つ
い
て
は
若
干
認
識
が
異
な
っ
て
い
た
。
と
れ
は
佐
藤
氏
の
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
主
と
し
た
取
引
先
と
の
関
係
の
遣
い

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
山
本
氏
の
ア
ト
リ
エ
で
も
鍾
絵
を
製
作
中
で
、
左
官
職
人
の
気
迫
を
十
分
感
じ
さ
せ
る
空
間
た
っ
た
。

二
人
の
左
官
職
人
の
お
話
を
聞
く
と
、
か
な
り
の
量
の
清
水
瓦
が
松
崎
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
、
佐
藤
氏
の
話
で

は
清
水
瓦
の
特
徴
は
鬼
瓦
を
み
れ
ば
す
ぐ
に
わ
か
る
と
の
こ
と
で
、
清
水
瓦
の
疏
通
を
確

認
す
る
資
料
と
し
て
旧
岩
科
学
校
校
舎
の
鬼
瓦
の
型
式
が
重
要
に
な
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
と
れ
ら
の
視
点
は
、
今
後
の
伝
統
的
建
造
物
群
の
調
査
に
大
い
に
役
立
つ
と
思
わ
れ

る
。
ち
な
み
に
、
佐
藤
氏
や
山
本
氏
が
取
引
し
て
い
た
宮
内
商
唐
は
、
現
在
も
向
浜
の
商

庖
衝
で
宮
内
金
物
屈
と
し
て
営
業
さ
れ
て
い
る
が
、
お
じ
い
さ
ん
が
亡
く
な
り
代
替
わ
り

し
て
昔
の
と
と
は
わ
か
ら
な
い
と
の
と
と
で
あ
っ
た
。

松
崎
町
の
な
ま
と
壁
建
造
物
群
と
保
存
へ
の
取
り
組
み

左
官
職
人
の
聞
き
取
り
調
査
を
も
と
に
、
実
際
に
松
崎
の
な
ま
と
壁
建
造
物
群
老
実
地

調
査
し
て
み
た
。
松
崎
で
も
安
政
元
年
(
一
八
五
四
)
の
東
梅
巨
大
地
震
に
よ
る
津
読
の

被
害
が
大
き
く
、
約
三
一
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
押
し
寄
せ
て
家
屋
田
畑
を
潰
し
、
浸
水
家
屋
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は
三
四
O
戸
余
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
(
松
崎
町
教
育
委
員
会

治
期
以
降
に
整
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
明
治
四
三
一
年
に
建
て
ら
れ
た
と
伝
え
る

『伊
豆
文
邸
』
の
見
学
。
呉
服
商
が
営
ま
れ
た
建
物
で
、
正
面
の
土
聞
と
帳
場
に
そ

の
面
影
が
残
る
。
下
か
ら
上
ま
で
な
ま
と
壁
の
見
事
な
建
物
で
あ
る
。
裏
に
建
て
ら
れ
た
二
棟
の
土
蔵
(
図
8
)
で
は
、
な
ま
こ
壁
耳

を
一
般
的
な
「
四
半
困
地
」
壁
と
す
る
が
部
分
的
に
平
行
貼
り
の
「
馬
乗
団
地
」
に
し
て
お
り
、
断
面
L
字
形
の
特
注
瓦
で
雨
よ
け
を

作
る
な
ど
、
面
白
い
意
匠
が
み
ら
れ
る
。
土
蔵
の
正
面
や
固
に
付
く
場
所
は
丁
寧
な
な
ま
こ
壁
で
仕
上
げ
る
が
、
建
物
聞
の
隙
聞
の
な

ま
と
壁
は
漆
喰
の
塗
り
が
粗
い
。
左
官
職
人
山
本
堪
一
氏
の
話
に
よ
れ
ば
、
表
は
腕
の
た
つ
職
人
が
担
当
し
、
建
物
内
部
な
ど
み
え
な

い
と
と
ろ
は
弟
子
が
練
習
も
か
ね
て
行
う
と
い
う
。
技
術
伝
承
の
見
事
な
リ
レ
ー
で
あ
る
。
と
の
『
伊
E
文
邸
』
で
は
、
後
述
す
る
よ

う
に
「
松
崎
蔵
つ
く
り
醸
」
が
、
古
来

の
工
法
に
よ
っ
て
戦
後
は
じ
め
て
な
ま

と
壁
の
修
復
在
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
く
呉
服
商
家
と
し
て
建

て
ら
れ
た
『
中
瀬
邸
』
と
、
那
賀
川
沿

い
の
『
す
る
が
や
』
・

『は
ま
み
せ
』
の

建
物
調
査
を
行
う
。

『中
瀬
邸
』
は
明

治
二

O
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
母

屋
の
東
西
両
脇
に
蔵
を
配
す
る
(
図

9
)
。
外
面
の
な
ま
こ
壁
が
美
し
く
、

母
屋
の
西
側
の
蔵
の
入
口
に
み
ら
れ
る

伊豆のなまと壁建造物群と清水瓦

二
O
O五
)
。
現
在
み
ら
れ
る
な
ま
と
壁
建
造
物
群
の
町
並
み
は
、
明

『中瀬邸』全景図9
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『中瀬邸』展示なまこ壁瓦

「するがや』寄棟建物のカザキリ

「はまみせ』なまと壁土蔵
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図11

図12

図13

黒
磨
き
の
な
ま
と
壁
は
左
官
職
人
の
仕
事
と
し
て
も
最
高
の
技
術
が
な
い
と
で
き
な
い
と
い
う
(
図
叩
)
。
建
物
内
に
は
左
官
道
具
と

と
も
に
、
「
仁
義
檀
智
信
一
闘
」
と
箆
書
き
を
施
し
た
な
ま
こ
壁
瓦
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
釘
穴
は
や
は
り
各
辺
中
央
に
聞
け
ら
れ
て

い
た
(
図
日
)
。
『
す
る
が
や
』
で
は
寄
棟
作
り
の
細
長
い
建
物
の
カ
ザ
キ
リ
が
、
屋
根
の
両
端
で
な
く
中
央
に
漆
喰
に
よ
っ
て
二
本
固

定
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
す
る
。
カ
ザ
キ
リ
が
強
い
西
風
か
ら
屋
根
瓦
の
ま
く
り
を
防
ぐ
た
め
に
作
ら
れ
た
と
と
を
再
認
識
で
き
た

(図
U
Y
『
は
ま
み
せ
L

の
蔵
は
昭
和
三
二
年
に
近
く
で
火
災
が
発
生
し
、
隣
接
す
る
民
家
八
棟
が
被
災
し
た
時
も
、
母
屋
は
焼
失
し

た
が
蔵
は
焼
け
残
っ
て
お
り
、
な
ま
と
壁
が
火
災
に
強
い
と
と
を
証
明
し
た
と
い
う
(
図
悶
)
。

と
の
ほ
か
、
江
奈
地
区
の
屋
号
『
お
り
や
』
の
母
屋
と
蔵
、
『
喜
八
丸
」
の
母
屋
な
ど
を
調
査
し
た
。
『
お
り
や
』
の
母
屋
の
な
ま
こ

壁
瓦
に
は
割
り
付
け
の
朱
線
が
よ
く
残
っ
て
い
た
。
ま
た
、
土
壁
造
り
の
民
家
も
屋
根
は
漆
喰
で
固
め
ら
れ
て
お
り
、
西
風
の
強
さ
を



暗
示
す
る
。
と
れ
ら
多
く
の
古
民
家
の
屋
根
瓦
も
観
察
し
た
が
、
軒
桟
瓦
は
「
東
海
式
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
清
水
瓦
か

三
一
州
瓦
か
外
部
観
察
だ
け
で
確
定
す
る
の
は
難
し
い
(
図
M
・
日
)
。
た
だ
、
印
象
的
に
は
か
な
り
の
量
の
清
水
五
が
使
用
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

と
と
で
、
松
崎
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
な
ま
と
壁
の
土
蔵
つ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
松
崎

町
で
の
本
格
的
な
土
蔵
つ
く
り
は
、
七
O
年
ほ
ど
前
に
行
わ
れ
て
以
来
、
久
し
く
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
左
官
職
人
で
も
な
ま
こ
壁
つ

く
り
の
全
工
程
を
経
験
す
る
機
会
が
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
と
で
、
『
伊
豆
文
邸
』
が
平
成
一
七
年
に
町
ヘ
寄
贈
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、

『
伊
豆
文
邸
』
の
な
ま
と
壁
の
修
復
を
計
画
し
、
観
光
協
会
や
左
官
組
合
の
協
議
の
も
と
「
松
崎
蔵
つ
く
り
隊
」
に
よ
っ
て
翌
年
一

O

月
か
ら
約
半
年
を
か
け
て
な
ま
と
壁
の
修
復
が
行
わ
れ
た
。
作
業
は
、
竹
切
り
・
土
つ
く
り
・
木
舞
か
き
・
竹
釘
作
り
・
荒
う
ち
・
中

塗
り
・
瓦
張
り
・
な
ま
と
施
工
と
、
な

伊豆のなまと壁建造物群と清水瓦

ま
と
壁
つ
く
り
の
全
工
程
を
カ
ヴ
ァ
l

し
、
県
内
外
の
左
官
職
人
や
地
元
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
数
参
加
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
乙
の
修
復
作
業
の
経
験
を
空

か
し
、
平
成
二

0
年
度
か
ら
伊
E
の
長

八
美
術
館
前
の
町
有
地
に
お
い
て
な
ま

と
壁
土
蔵
『
夢
の
蔵
』
の
新
築
を
行
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
町
が
主
体

と
な
っ
て
実
施
し
た
「
な
ま
と
壁
技
術

伝
承
事
業
」
は
、
若
い
左
官
職
人
の
技

『中瀬邸」軒桟瓦図14
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術
伝
承
だ
け
で
な
く
、
松
崎
町
が
全
国
に
誇
る
文
化
遺
産
に
地
域
住
民
が
直
接
触
れ
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
観
光
面
で
も
お
お

い
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
文
化
遺
産
へ
の
自
治
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
非
常
に
有
益
な
事
業
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

と
の
「
な
ま
と
壁
技
術
伝
承
事
業
」
に
直
接
か
か
わ
っ
て
と
ら
れ
た
松
崎
町
役
場
企
画
観
光
課
の
山
本
公
氏
と
財
団
法
人
松
崎
町
振

興
公
社
の
鈴
木
誠
氏
を
訪
問
し
、
松
崎
の
な
ま
と
壁
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
貴
重
な
経
験
談
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

な
ま
と
壁
の
土
蔵
つ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
の
所
見
で
は
、
粗
塗
り
壁
の
上
に
粗
い
中
塗
り
を
施
し
、
そ
の
上
に
な
ま
こ
壁
瓦

を
漆
喰
塊
で
貼
り
付
け
、
四
隅
を
木
釘
で
固
定
し
た
。
な
ま
と
壁
を
は
が
し
た
旧
土
蔵
で
は
、
な
ま
こ
壁
瓦
の
接
着
は
ス
サ
入
り
粘
土

で
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
漆
喰
は
現
在
の
左
官
屋
さ
ん
が
取
引
し
て
い
る
栃
木
県
か
ら
石
灰
を
購
入
し
、
ツ
ノ
マ
タ
を
煮
て
ド

ロ
ド
ロ
に
し
た
定
着
材
に
ス
サ
(
麻
の
繊
維
)
を
混
ぜ
、
石
灰
を
と
ね
て
自
分
た
ち
で
製
作
し
た
。
中
塗
り
用
の
砂
漆
喰
は
定
着
剤
の

中
に
細
か
い
砂
を
入
れ
て
い
る
。
漆
喰
の
製
作
工
程
は
素
人
に
は
大
変
な
作
業
で
あ
っ
た
が
、
職
人
さ
ん
は
難
な
く
行
っ
て
い
た
。
左

官
屋
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
れ
ば
、
ツ
ノ
マ
タ
は
寒
い
場
所
で
と
れ
た
も
の
の
ほ
う
が
、
粘
り
が
あ
っ
て
よ
い
。
ち
な
み
に
、
入
江

長
八
の
鍾
絵
の
顔
料
調
達
は
、
地
元
の
薬
問
屋
が
岩
絵
具
を
調
達
し
て
い
た
と
の
と
と
で
あ
る
。

な
ま
と
壁
の
製
作
工
程
は
、
な
ま
と
壁
瓦
を
張
り
付
け
た
後
に
同
地
を
漆
喰
で
埋
め
、
漆
喰
の
幅
を
墨
打
ち
で
付
け
て
漆
喰
を
盛
っ

て
い
く
。
漆
喰
の
盛
り
上
げ
は
一
回
だ
け
で
は
乾
か
な
い
た
め
、
少
な
く
と
も
三
固
に
分
け
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
重
ね
て
塗
っ
て
い

く
漆
喰
は
砂
漆
喰
で
、
仕
上
げ
に
き
め
細
か
い
上
塗
り
用
漆
喰
を
用
い
る
。
昔
は
い
く
つ
か
の
土
蔵
を
一
度
に
工
事
し
て
い
た
た
め
、

乾
く
ま
で
手
聞
が
で
き
な
い
よ
う
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
い
た
ら
し
い
。

な
お
、
復
原
土
蔵
で
再
利
用
す
る
た
め
に
、
解
体
し
た
古
民
家
か
ら
譲
り
受
け
た
瓦
は
三
州
瓦
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
石
部

か
ら
山
口
に
越
え
る
回
代
峠
付
近
の
笠
野
で
、
石
部
の
左
官
山
本
八
郎
が
「
白
土
瓦
」
を
製
造
し
て
い
た
。
潮
風
に
も
強
い
と
い
う
こ

と
で
職
人
を
連
れ
て
き
て
瓦
生
産
を
行
っ
て
い
た
が
、
広
く
は
読
通
せ
ず
石
部
集
落
の
周
辺
で
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
(
松
崎
町
教

育
委
員
会
二

O
O二
b
y
今
は
「
白
土
瓦
」
を
載
せ
た
建
物
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
サ
ン
プ
ル
と
し
て
保
存
し
て
い
る
桟
瓦
を
見
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昇
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な
ま
と
壁
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
安
政
大
樟
波
の
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
現
実
的
に
は
強
い
西
風
に
煽
ら
れ
て
大
火
事
が
し
ば
し

ば
発
生
し
た
た
め
、
耐
火
の
た
め
に
普
及
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
山
口
地
区
や
船
団
地
区
の
よ
う
に
、
山
間
部
で
の
な
ま
こ
壁
の
普
及

が
大
火
事
の
後
に
広
ま
っ
て
い
く
と
と
か
ら
、
下
回
よ
り
若
干
遅
れ
て
防
火
対
策
と
し
て
な
ま
こ
壁
が
普
及
し
た
よ
う
で
あ
る
。
な
ま

と
壁
の
普
及
は
、
明
治
に
入
り
製
糸
や
炭
作
り
に
よ
る
町
の
振
興
を
基
盤
に
、
西
風
の
強
い
風
土
に
対
応
し
た
防
火
対
策
の
た
め
の
建

物
を
作
っ
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

伊豆のなまと壁建造物群と清水瓦

旧
下
田
町
の
な
ま
と
壁
建
造
物
群

下
回
は
伊
豆
半
島
の
最
先
端
、
江
戸
と
上
方
を
結
ぶ
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
港
町
で
あ
る
。
稲
生
沢
川
の
河
口
に
形
成
さ

れ
た
下
回
港
は
、
潮
読
の
激
し
い
相
模
灘
神
合
に
お
い
て
須
崎
半
島
と
城
山
・
赤
根
島
に
固
ま
れ
た
風
待
港
あ
る
い
は
避
難
港
と
し
て

古
く
よ
り
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
幕
府
の
開
府
に
と
も
な
い
海
防
の
拠
点
と
し
て
下
回
奉
行
が
設
置
さ
れ
、
御
番
所
在
中
心
に
現

在
の
町
並
み
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
御
番
所
は
浦
賀
に
移
さ
れ
た
が
、
嘉
永
六
年
(
一
八
五
一
二
)
の
ペ
リ
l
来
航

に
よ
っ
て
状
況
は
大
き
く
変
換
し
て
い
く
。
翌
年
ペ
リ
ー
が
再
来
航
し
、
三
月
に
日
米
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ
て
下
回
が
開
港
し
た
こ

と
は
あ
ま
り
に
有
名
で
あ
る
。

た
だ
、
現
在
の
町
並
み
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
安
政
の
大
津
波
に
よ
っ
て
町
が
壊
滅
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

安
政
大
地
震
に
よ
る
津
波
は
、
下
回
港
内
の
柿
崎
で
六
・
四
メ
ー
ト
ル
、
対
岸
の
下
回
で
も
四
・
四
1
六
・
八
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
津

波
が
押
し
寄
せ
た
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
九
八
四
軒
の
う
ち
九
三
七
軒
が
流
出
し
、
一
二
二
人
の
溺
死
者
を
出
し
た
と
い
う
(
羽
島

一
九
八
四
)
。
そ
の
後
、
開
港
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
復
興
の
た
め
に
多
額
の
拝
借
金
が
投
入
さ
れ
、
遅
々
と
守
は
あ
る
が
現
在
み
ら
れ

る
よ
う
な
町
並
み
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
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な
ま
と
壁
建
物
に
つ
い
て
は
、
大
津
校
以
前
に
も
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現

在
残
っ
て
い
る
な
ま
こ
壁
建
造
物
群
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
明
治
期
以
降
の
産
業
発
展
に

よ
っ
て
街
の
近
代
化
が
進
ん
で
か
ら
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
(
静
岡
県
下
田
市
教
育

委
員
会
二

O
一
三
)
。
松
崎
町
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
な
ま
乙
壁
建
物
は
あ
る
程
度

の
財
が
な
い
と
建
て
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
利
点
は
、
や
は
り
強
い
海
風
に
よ
る
火
災
か

ら
財
を
守
る
耐
火
構
造
に
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
く
、
蓮
ム
ロ
寺
集
落
で
も
豪
農
の
土
蔵
に

は
な
ま
と
壁
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
松
崎
街
道
沿
い
の
山
閣
の
集
落
で
も
、
母
屋
に

は
使
わ
な
い
が
士
蔵
に
な
ま
と
壁
を
使
っ
て
い
る
宅
地
が
多
く
み
ら
れ
る
(
図
日
)
。
現

在
で
は
、
な
ま
と
壁
土
蔵
を
改
修
し
て
住
居
と
し
て
い
る
事
例
が
多
い
。
と
の
よ
う
な
山

中
に
も
、
な
ま
と
壁
の
土
蔵
が
あ
る
理
由
と
し
て
、
士
蔵
が
富
の
象
徴
と
な
り
な
ま
と
壁

と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
沿
岸
部
と
は
異
な
り
海
風
の
影
響
が
な
い
た

め
、
屋
根
漆
喰
は
大
棟
や
下
り
棟
を
除
い
て
使
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

な
ま
と
壁
建
造
物
群
を
は
じ
め
と
す
る
、
下
回
の
古
民
家
に
疏
通
し
て
い
る
瓦
は
三
州
瓦
が
主
体
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
明
治
二
二

年
竣
工
の
下
回
小
学
校
校
舎
は
、
残
念
な
が
ら
昭
和
四
一
年
に
解
体
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
木
造
桟
瓦
葺
き
で
二
階
寄
様
造
り
主
屋
の

両
側
に
平
屋
入
母
屋
造
り
の
副
舎
を
配
す
る
旧
岩
科
学
校
校
舎
と
類
似
し
た
近
代
学
校
建
築
で
、
建
物
外
壁
全
面
に
な
ま
こ
壁
が
施
さ

れ
て
い
た
。
な
ま
と
壁
の
費
用
は
か
な
り
高
価
で
あ
り
、
近
代
に
お
け
る
下
回
の
発
展
を
示
す
に
十
分
で
あ
る
が
、
こ
の
校
舎
に
使
用

さ
れ
て
い
た
瓦
は
さ
一
河
か
ら
運
ん
だ
と
さ
れ
る
(
加
藤
角
一
一
九
五
八
)
。
最
近
で
は
、
瓦
問
屋
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
「
土
藤

商
唐
』
(
園
口
)
に
残
さ
れ
た
『
瓦
類
出
入
帳
』
や
『
五
類
当
座
帳
』
な
ど
、
明
治
四

O
年
か
ら
四
三
年
、
大
正
元
年
か
ら
三
年
、
大
正

七
年
か
ら
一

O
年
の
瓦
類
の
取
引
に
闘
す
る
記
録
の
分
析
か
ら
、
三
州
五
を
取
り
寄
せ
て
南
伊
豆
一
帯
に
販
路
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が

わ~
ZJY戸寸.. 

園司・哩哩j
-a瞳覇覇割田
松崎街道沿いのなまと壁建物
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判
明
し
て
い
る
(
静
岡
県
下
回
市
教
育
委
員

会

二

O
二
ニ
)
。
た
だ
、
松
崎
で
の
瓦
流

通
の
実
態
を
考
え
る
と
、
下
回
で
も
三
州
瓦

だ
け
で
な
く
清
水
瓦
が
広
く
普
及
し
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。

伊豆のなまと壁建造物群と清水瓦

と
れ
ら
の
問
題
意
識
の
も
と
に
、
下
回
で

な
ま
こ
壁
建
造
物
群
を
外
部
か
ら
観
察
し
て

み
た
。
ま
ず
、
須
崎
町
に
所
在
す
る

『雑

忠
』
(
鈴
木
忠
吉
家
住
宅
)
と
石
原
家
住
宅
を

観
察
。
石
原
家
住
宅
は
明
治
初
期
に
建
立
さ

れ
た
伝
承
が
あ
る
二
階
寄
棟
造
り
建
物
で
、

な
ま
と
壁
と
屋
根
漆
喰
の
純
白
が
美
し
い

(
園
児
)
。
『
雑
忠
』
の
母
屋
は
安
政
以
降
の

建
築
、
石
原
家
住
宅
は
明
治
時
代
初
期
の
も

の
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
『
雑
忠
』
の
な
ま

と
壁
瓦
は
、
釘
穴
が
四
間
で
あ
る
と
と
を
確

認
し
た
。
屋
根
五
は
と
も
に
典
型
的
な
「
東

海
式
」
軒
桟
瓦
で
あ
る
が
、
三
州
瓦
か
清
水

瓦
か
は
判
断
で
き
な
い
。
中
原
町
に
入
り
、

石原家住宅全景図18『土藤商庖』全景図17

『山佐商底』なまと壁図20
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『
山
佐
商
唐
』
(
山
下
家
住
宅
)
を
観
察
。
と
こ
で
は

北
側
の
建
物
を
解
体
し
て
お
り
、
側
面
の
な
ま
と

壁
が
よ
く
観
察
で
き
た
(
図
凶
・
却
)
。
な
ま
と
壁

瓦
は
四
隅
釘
穴
で
、
四
辺
に
漆
喰
定
着
の
た
め
に

掻
き
破
り
が
確
認
で
き
る
。
裏
地
の
粗
壁
は
薄
く
、

と
と
ろ
ど
ζ
ろ
穴
が
あ
い
て
竹
組
が
み
え
る
ほ
ど

で
あ
る
。
平
成
元
年
に
補
修
し
た
よ
う
で
、
下
地

補
修
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
「
平
成
元
年
七
月
左

官
内
野
満
」
と
の
箆
書
き
が
あ
っ
た
。
建
物
は
明

治
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

原
町
に
は
い
り
、
『
目
松
本
旅
館
』
(
松
本
家
住

宅
)
を
観
察
。
な
ま
と
壁
瓦
は
や
は
り
四
隅
釘
穴
で
あ
る
。
伝
承
で
は
、
母
屋
は
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
、
蔵
と
離
れ
は
明
治
八
年

(
一
八
七
五
)
に
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
明
治
二
六
年
の
銅
版
画
と
し
て
『
旅
舎
松
本
卯
之
助
』
が
残
さ
れ
て
お
り
、
建
物
群
の
由

来
を
知
る
と
と
が
で
き
る
。
軒
桟
瓦
は
中
心
飾
り
の
中
央
付
近
か
ら
唐
草
が
派
生
す
る
雑
忠
な
E
で
み
ら
れ
る
タ
イ
プ
と
、
中
心
飾
り

の
下
か
ら
唐
草
が
派
生
す
る
タ
イ
プ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
(
図
幻
)
。
前
者
と
同
じ
タ
イ
プ
の
寸
東
海
式
」
軒
桟
瓦
は
、
松
崎
の
『
中

瀬
邸
』
で
も
確
認
し
て
い
る
。

大
工
町
に
入
り
、
『
土
藤
商
届
』
(
金
浬
家
住
宅
)
を
観
察
。
伝
承
で
は
明
治
二

O
年
(
一
八
八
七
)
の
建
物
群
で
、
前
述
し
た
よ
う

に
明
治
四
O
年
か
ら
大
正
一

O
年
の
『
瓦
類
出
入
帳
で

『
瓦
類
当
座
帳
』
な
ど
か
ら
三
州
瓦
と
の
取
引
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い

る
。
『
士
藤
商
庖
』
の
蔵
の
二
件
南
隣
に
な
ま
と
壁
建
物
が
残
っ
て
お
り
、
な
ま
こ
壁
瓦
に
四
隅
釘
穴
そ
確
認
す
る
。
次
に
、
浅
岡
家 「旧松本旅館』軒桟瓦
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住
宅
の
蔵
を
観
察
。
と
と
の
な
ま
と
壁
瓦
は

四
隅
釘
穴
と
四
辺
中
央
釘
穴
が
混
在
し
て
い

た
(
図
泊
三
ま
た
、
『
山
佐
商
庖
』
と
同
様

に
下
地
の
粗
土
壁
は
非
常
に
薄
い
。
伝
承
で

は
安
政
以
降
の
建
物
で
あ
る
。

と
の
ほ
か
、
坂
下
町
の
『
旧
ハ
リ
ス

邸
』
・
『
日
待
蔵
』
・
旧
沢
村
家
住
宅
、
七
軒

町
の
安
政
元
年
に
建
て
ら
れ
た
と
の
伝
承
が

あ
る
『
土
佐
屋
』
(
図
勾
)
、
弥
治
川
町
の

『
平
野
屋
』
、
二
丁
目
の
明
治
四
O
年
こ
ろ
に

建
て
ら
れ
た
櫛
田
家
住
宅
蔵
な
ど
を
観
察
し

た
。
こ
れ
ら
の
建
物
群
の
屋
根
に
残
さ
れ
た
古
い
軒
桟
瓦
も
、
『
雑
忠
』
と
類
似
し
た
「
東
海
式
」
で
あ
っ
た
。
外
観
調
査
の
所
見
で

は
、
軒
桟
瓦
を
み
る
と
す
べ
て
コ
一
州
瓦
系
の
「
東
海
式
」
で
あ
り
、
な
ま
と
壁
瓦
は
四
隅
釘
穴
が
非
常
に
多
い
。
清
水
産
な
ま
こ
壁
瓦

の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
松
崎
の
旧
岩
科
学
校
校
舎
な
ど
で
確
認
で
き
た
四
辺
中
央
釘
穴
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
型
式
の
な
ま

と
壁
瓦
は
下
回
で
は
浅
岡
家
住
宅
で
し
か
確
認
で
き
ず
、
清
水
瓦
の
流
通
の
少
な
さ
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
後
述
す
る

聞
き
取
り
調
査
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
清
水
瓦
が
下
回
で
も
疏
通
し
て
い
た
と
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
れ
ら
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。

伊豆のなまと壁建造物群と清水瓦

浅間家住宅なまζ壁

図23
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駿
河
か
ら
伊
豆
に
疏
通
し
た
清
水
瓦

以
上
の
な
ま
こ
壁
建
造
物
群
の
調
査
で
、

瓦
生
産
が
ほ
と
ん
E
行
わ
れ
な
か
っ
た
伊
豆

半
島
に
お
い
て
は
、
海
運
を
利
用
し
て
三
州

瓦
と
と
も
に
清
水
瓦
が
多
く
疏
通
し
て
い
た

状
況
が
判
明
し
た
。
最
後
に
今
ま
で
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
清
水
互
の
実
態
に
つ

い
て
迫
っ
て
み
た
い
。

静
岡
県
清
水
区
興
津
に
清
見
寺
と
い
う
古

剰
が
あ
る
(
図
M
Y
東
海
道
を
お
さ
え
る

要
衝
地
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
、
一

O
世
紀

半
ば
に
は
東
固
に
対
す
る
清
見
聞
の
閲
寺
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
中
ご
ろ
に
閲
聖
上
人

が
禅
寺
と
し
て
再
興
し
、
足
利
尊
氏
の
崇
敬
も
篤
く
窒
町
幕
府
に
よ
っ
て
駿
河
国
の
利
生
塔
が
設
置
さ
れ
た
。
戦
国
期
に
は
交
通
の
要

衝
に
あ
る
た
め
、
た
び
た
び
障
と
な
っ
て
戦
禍
を
被
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
徳
川
家
の
帰
依
を
受
け
て
伽
藍
が
整
え
ら
れ
現
在
に
い

た
っ
て
い
る
。
大
方
丈
の
庭
園
は
江
戸
時
代
初
期
の
山
水
庭
園
で
、
家
康
に
よ
っ
て
駿
府
城
よ
り
庭
石
を
運
ば
せ
て
築
庭
さ
せ
た
と
伝

え
る
国
指
定
名
勝
の
名
庭
で
あ
り
(
園
部
)
、
朝
鮮
通
信
使
が
来
朝
時
に
参
詣
す
る
寺
院
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

平
成
一
五
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
本
堂
の
保
存
修
理
工
事
が
実
施
さ
れ
、
桟
瓦
凸
面
に
「
文
政
十
一
年
五
月
一
日
御
瓦
用
方
壱

万
五
千
枚
駿
州
大
谷
村
五
常
八
」
と
箆
書
き
さ
れ
た
資
料
や
、
端
面
に
「
大
谷
常
」
と
刻
印
さ
れ
た
桟
瓦
が
発
見
さ
れ
た
(
宗
教
法

人
清
見
寺
二

O
O五
)
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
少
な
く
と
も
文
政
十
一
年
(
一
八
二
八
)
に
は
駿
河
に
お
い
て
瓦
生
産
が
行
わ
れ

五

清見寺全景

図25 清見寺方丈庭園
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て
い
た
と
と
が
わ
か
る
(
園
部
)
。
瓦
生
産
が
行
わ
れ
た
大
谷
村
は
有
度
山
丘
陵
西
麓
に
位
置
し
、
古
代
に
は
駿
河
国
分
寺
の
有
力
な

想
定
地
で
あ
る
片
山
廃
寺
に
瓦
を
供
給
し
た
宮
川
瓦
窯
群
が
操
業
さ
れ
た
場
所
で
も
あ
る
(
平
野
一
九
九
O
Y
お
そ
ら
く
、
と
れ

ら
良
質
な
粘
土
と
大
谷
川
の
水
運
を
利
用
し
て
、
大
谷
村
で
江
戸
時
代
後
期
に
瓦
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
日
本
平
東
の
清
水
区
に
展
開
し
た
清
水
瓦
は
、
巴
川
流
域
の
良
質
な
粘
土
を
利
用
し
て
瓦
生
産
を
行
っ
た
も
の
で
、
駿
府
城

築
城
の
お
り
に
三
一
河
の
職
人
が
と
の
地
域
に
移
住
し
て
き
て
、
嬬
し
瓦
を
製
造
し
は
じ
め
た
の
が
始
ま
り
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
(
島

田
市
博
物
館
二

O
O六
)
。
大
谷
で
の
瓦
生
産
と
清
水
瓦
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
記
録
の
う
え
で
は
大
谷
で
の
生
産
が
早

く
、
後
述
す
る
聞
き
取
り
調
査
で
も
大
谷
か
ら
清
水
へ
瓦
生
産
の
拠
点
が
移
っ
た
と
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
清
水
瓦
が
「
東
海
式
」
軒

桟
瓦
で
、
三
一
州
瓦
と
見
分
け
が
つ
け
に
く
い
の
も
、
=
一
河
か
ら
の
職
人
の
移
動
を
考
え
れ
ば
納
得
が
い
く
。

実
際
に
清
見
寺
の
屋
根
に
現
存
す
る
近
代

の
軒
桟
瓦
を
み
る
と
、
松
崎
旧
岩
科
学
校
と

共
通
す
る
も
の
(
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た
イ

型
式
・
へ
型
式
か
)
が
多
く
み
ら
れ
た
。
と

の
型
式
の
瓦
は
山
門
や
築
地
で
間
近
で
観
察

で
き
、
胎
士
や
焼
成
な
ど
か
ら
清
水
瓦
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
、
裏
に
積
ま
れ
て

い
た
補
足
用
の
桟
瓦
に
「
静
岡
瞬
引
太
郡

西
漬
名
村
下
尾
奈
角
谷
口
(
幸
カ
)
次

郎
」
の
押
印
が
認
め
ら
れ
た
(
図
釘
)
。
乙

れ
ら
補
足
用
瓦
は
胎
土
・
構
成
な
E
か
ら
新

伊豆のなまと壁建造物群と清水瓦
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清
見
寺
に
お
け
る
明
治
期
の
屋
根
補
修
に

つ
い
て
は
、
明
治
三
年
と
明
治
二
年
に
行

わ
れ
た
明
治
天
皇
の
行
幸
と
の
関
係
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
大
正
天
皇
が
東
宮
時
代
に

海
水
浴
に
訪
れ
て
お
り
、
清
見
寺
門
前
の
海

へ
向
か
う
道
に
「
大
正
天
皇
在
東
宮
海
水
浴

御
成
道
」
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
そ

の
側
面
に
「
明
治
二
十
二
年
七
月
二
十
日

四
週
間
明
治
二
十
三
年
七
月
二
十
七
日
三
週
間
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
(
図
却
)
。
明
治
二

O
年
に
は
渡
遁
千
代
松
が
臨
済
寺
の
本

堂
の
修
理
瓦
を
納
め
て
お
り
、
年
代
が
近
接
す
る
と
と
は
示
唆
的
で
あ
る
。

清
見
寺
の
ほ
か
に
清
水
瓦
の
流
通
を
確
認
す
る
た
め
、
清
水
の
古
い
街
並
み
や
周
辺
の
古
建
築
も
観
察
し
て
い
っ
た
。
ま
ず
、
次
郎

長
商
居
街
に
向
か
い
、
旧
民
家
の
調
査
を
行
う
。
次
郎
長
商
唐
街
の
入
り
口
に
あ
る
近
代
の
邸
宅
の
屋
根
に
、
清
見
寺
と
同
じ
軒
桟
瓦

が
葺
か
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。
現
在
は
医
院
を
開
業
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
蔵
を
も
つ
か
な
り
の
豪
商
の
邸
宅
で
あ
る
。

と
の
母
屋
の
屋
根
に
は
屋
根
漆
喰
を
多
く
使
っ
て
瓦
を
固
定
し
て
お
り
、
伊
豆
と
の
共
通
性
も
認
め
ら
れ
た
。
次
に
、
清
水
次
郎
長
生

家
を
訪
れ
た
(
図
却
)
。
長
屋
形
式
の
邸
宅
で
実
家
は
米
問
屋
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
。
次
郎
長
の
生
家
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
旧

来
の
姿
を
よ
く
留
め
て
お
り
、
屋
根
も
明
治
期
か
ら
大
正
期
の
軒
桟
瓦
が
よ
く
残
っ
て
い
た
。
そ
の
文
様
を
み
る
と
、
や
は
り
清
見
寺

し
い
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
後
に
は
湖

西
か
ら
も
補
足
五
が
運
ば
れ
た
よ
う
で
あ

九百。

大正天皇海水浴御成道石碑

図29 清水次郎長生家全景
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と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
(
園
初
)
。

静
岡
・
清
水
地
区
の
な
ま
と
壁
建
物
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
う
た
め
に
、
瀬
名
の
郷
倉
の
調
査
に
も
む
か
つ
た
。
現
在
の
建
物
は
天

保
四
年
(
一
八
三
一
ニ
)
に
建
て
替
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
壁
の
腰
か
ら
下
に
な
ま
と
壁
が
採
用
さ
れ
て
い
た
(
図
引
)
。
屋
根
瓦
は
清

見
寺
で
確
認
し
た
軒
桟
瓦
が
ほ
と
ん
ど
で
、
や
は
り
清
水
瓦
と
考
え
ら
れ
る
。
建
物
の
裏
に
回
っ
て
み
る
と
、
漆
喰
地
が
は
が
れ
た
場

所
が
あ
り
、
と
と
で
は
な
ま
と
壁
瓦
が
四
隅
釘
穴
で
あ
る
と
と
を
確
認
し
た
。
と
の
建
物
は
・
も
と
も
と
約
一

0
0メ
ー
ト
ル
南
の
暗
小

路
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
一
五
年
に
現
在
地
に
移
築
し
た
と
の
と
と
で
、
そ
の
と
き
に
な
ま
こ
壁
瓦
が
替
え
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
広
く
駿
河
湾
周
辺
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
な
ま
と
壁
建
造
物
が
分
布
す
る
東
海
道
宿
場
町
の
蒲
原
宿
と
由

比
宿
の
調
査
を
行
っ
た
。

蒲
原
宿
で
は
佐
藤
家
住
宅
(
図
担
)
と
吉

四
家
住
宅
で
な
ま
こ
壁
の
観
察
を
行
う
。
吉

田
家
住
宅
で
は
お
住
ま
い
の
か
た
か
ら
お
話

を
伺
う
と
と
が
で
き
た
。
そ
の
話
に
よ
れ

ば
、
建
物
は
明
治
一
一

O
年
こ
ろ
に
建
て
ら
れ

た
も
の
で
、
昭
和
の
は
じ
め
に
修
理
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
家
は
わ

か
ら
な
い
が
、
修
理
の
と
き
に
清
水
瓦
を

使
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
在
の
屋
根

は
ま
ん
じ
ゅ
う
五
で
あ
る
が
、
吉
回
家
住
宅

の
対
面
の
板
壁
住
宅
『
ふ
と
ん

伊豆のなまと壁建造物群と清水瓦
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や
』
の
屋
根
に
は
清
水
瓦
と
考
え
ら
れ
る
近

代
軒
桟
瓦
が
載
っ
て
い
た
。
本
陣
跡
佐
藤
家

住
宅
に
も
清
水
瓦
の
軒
桟
瓦
が
観
察
で
き
、

清
水
瓦
が
広
く
こ
の
地
域
に
出
荷
さ
れ
て
い

た
と
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

な
ま
と
壁
瓦
に
つ
い
て
は
、
吉
田
家
住
宅

で
は
上
端
の
三
角
な
ま
と
壁
瓦
に
辺
中
央
の

釘
穴
が
観
察
で
き
、
木
釘
の
残
闘
も
残
っ
て

い
た
(
園
田
)
。
ま
た
、
東
海
道
町
民
生
活

歴
史
館
が
お
か
れ
て
い
る
『
志
回
邸
』
に
対

面
す
る
旧
家
を
み
る
と
、
裏
の
土
蔵
の
上
窓

両
脇
が
な
ま
こ
壁
と
な
っ
て
お
り
、
な
ま
と
壁
瓦
の
釘
穴
が
や
は
り
各
辺
中
央
に
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
(
図
但
)
。
そ
し

て
、
由
比
宿
に
残
る
『
小
池
邸
』
ま
で
足
を
運
ん
で
み
る
と
、
建
物
入
口
横
の
壁
が
な
ま
こ
壁
と
な
っ
て
お
り
、
な
ま
と
壁
瓦
が
こ
こ

で
も
各
辺
中
央
釘
穴
で
あ
る
と
と
を
確
認
。
と
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
清
水
瓦
で
生
産
し
た
な
ま
こ
壁
瓦
の
一
部
は
、
や
は
り
釘
穴
が
各

辺
中
央
に
あ
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
と
の
事
実
は
旧
岩
科
学
校
の
資
料
と
も
符
合
し
、
非
常
に
興
味
深
い
観

察
結
果
で
あ
る
。

、司

.... 

蒲原宿佐藤家住宅と旧東海道

園田 蒲原宿吉岡家住宅なまと壁
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以
上
の
よ
う
に
、
寺
院
と
周
辺
の
旧
家
屋
根
瓦
に
強
い
共
通
性
が
あ
り
、
な
お
か
つ
な
ま
と
壁
瓦
の
所
見
を
考
え
る
と
、
清
水
瓦
が

近
代
初
期
に
お
い
て
か
な
り
広
域
に
疏
通
し
て
い
た
と
と
を
十
分
窺
え
る
結
果
と
な
っ
た
。



六
清
水
瓦
生
産
の
聞
き
取
り
調
査

静
岡
市
文
化
財
課
の
渡
温
康
弘
氏
の
紹
介
で
、
清
水
五
の
渡
遁
金
左
衛
門
商
庖
の
関
係
者
か
ら
貴
重
な
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
た
。
清
水
瓦
の
実
態
を
知
る
う
え
で
重
要
な
証
言
で
あ
り
と
と
に
記
録
し
て
お
く
。

ま
ず
、
清
水
区
高
橋
南
に
所
在
す
る
有
限
会
社
渡
漫
瓦
工
事
庖
を
訪
問
し
、
渡
遁
千
代
松
の
末
商
で
あ
る
渡
遁
達
雄
氏
(
昭
和
一

O

年
生
ま
れ
)
か
ら
お
話
を
闇
い
た
。
聞
き
取
り
調
査
の
日
時
は
、
平
成
二
五
年
一
一
月
四
日
で
あ
る
。

以
前
は
金
左
衛
門
商
唐
と
し
て
巴
川
の
南
、
渋
川
の
地
周
辺
で
家
内
工
業
的
に
達
磨
窯
で
の
瓦
生
産
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
地
域
で

生
産
さ
れ
た
瓦
を
清
水
瓦
と
よ
ん
で
い
た
。
互
生
産
の
最
盛
期
は
昭
和
三

O
年
前
後
で
、
近
隣
に
一

O
八
件
の
耳
屋
が
あ
っ
た
。
そ
の

中
で
も
、
金
左
衛
門
商
唐
と
望
月
三
蔵
商
庖
が
大
き
く
、
う
ち
の
親
戚
が
営
む
瓦
屋
も
四
件
あ
っ
た
。

金
左
衛
門
商
屈
は
私
の
代
で
も
職
人
を
三
一

O
人
か
ら
四

O
人
抱
え
て
お
り
、
昭
和

三
一
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
の
と
き
に
は
復
興
の
た
め
に
岐
車
県
と
愛
知
県
に
一
日
ト
ラ
ッ

ク
一

O
台
の
瓦
を
出
し
て
、
岐
阜
県
庁
か
ら
は
感
謝
状
を
も
ら
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
、

金
左
衛
門
商
屈
の
仕
事
と
し
て
、
仙
台
パ

l
ク
ホ
テ
ル
の
建
設
に
携
わ
り
清
水
瓦
を
出

荷
し
、
静
岡
県
庁
本
館
の
建
設
で
は
尾
張
。
二
州
)
に
特
注
の
塩
焼
瓦
を
発
注
し
て
屋

根
工
事
を
行
っ
て
い
る
(
図
部
)
。
塩
焼
瓦
は
三
州
瓦
し
か
生
産
で
き
な
い
赤
茶
色
の
瓦

で
、
や
や
焼
き
歪
み
が
あ
っ
て
行
慢
が
悪
い
が
、
寒
さ
に
強
く
丈
夫
で
あ
る
。

昔
か
ら
三
州
と
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
。
清
水
瓦
の
由
来
も
、
三
州
か
ら
職
人
が
江
戸

に
近
い
駿
府
に
入
っ
て
き
て
、
生
産
が
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
古
く
は
お
寺
の
過

去
帳
で
天
保
一
五
年
(
一
八
四
四
)
に
み
え
る
か
ら
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
清
水
互
の

生
産
が
始
ま
っ
て
い
た
と
と
が
わ
か
る
。
明
治
に
は
西
伊
豆
の
旧
岩
科
学
校
だ
け
で
な

伊豆のなまと壁建造物群と清水瓦
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く
静
岡
の
臨
済
寺
に
も
金
左
衛
門
商
屈
の
千
代
松
が
瓦
を
入
れ
て
い
た
と
と
が
わ
か
っ
て
い
る
し
、
漕
見
寺
の
瓦
も
清
水
瓦
だ
と
思

う
。
渡
遁
千
代
松
は
祖
父
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
。
清
見
守
の
西
浜
名
村
の
遠
州
瓦
は
新
し
い
段
階
に
な
っ
て
入
っ
て
き
た
と
恩

，っ。
粘
土
の
採
掘
は
、
巴
川
沿
い
の
北
脇
新
田
や
能
島
の
田
ん
ぼ
で
行
っ
て
い
た
。
長
崎
付
近
で
発
見
さ
れ
た
と
い
う
粘
土
採
掘
穴
も
一

連
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
焼
成
は
達
磨
窯
を
作
っ
て
や
っ
て
い
た
。
金
左
衛
門
商
届
は
倉
庫
を
巴
町
に
も
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
焼
き
上
げ

た
瓦
を
集
積
し
て
、
清
水
港
か
ら
出
荷
し
て
い
た
。
出
荷
は
地
元
や
西
伊
豆
が
多
か
っ
た
が
、
下
回
・
も
含
め
た
伊
豆
半
島
一
円
に
広
く

船
で
出
荷
し
て
い
た
。
巴
川
沿
い
の
粘
土
が
な
く
な
り
、
日
本
平
近
く
の
山
(
静
岡
市
大
谷
)
で
粘
土
採
掘
を
行
っ
て
い
た
が
、
日
本

平
が
昭
和
三
一

O
年
と
ろ
に
観
光
百
選
や
国
の
名
勝
に
選
ば
れ
て
、
道
路
か
ら
の
景
観
に
悪
い
と
い
う
こ
と
で
粘
土
採
掘
が
だ
め
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
大
量
に
生
産
で
き
る
ト
ン
ネ
ル
窯
の
普
及
で
、
清
水
五
は
昭
和
四

0
年

代
に
衰
退
し
た
。
現
在
で
は
ど
と
も
瓦
生
産
は
や
っ
て
い
な
い
。
望
月
三
蔵
商
屈
も
瓦

施
工
は
や
っ
て
い
る
が
、
生
産
は
し
て
い
な
い
。

な
ま
と
壁
瓦
に
つ
い
て
は
、
生
産
し
て
い
た
記
憶
は
な
い
。
釘
穴
の
位
置
も
わ
か
ら

な
い
。
清
水
瓦
が
伊
豆
に
多
く
出
荷
さ
れ
て
い
る
の
で
、
注
文
が
あ
れ
ば
生
産
し
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
な
ま
こ
壁
瓦
は
敷
瓦
と
同
じ
よ
う
な
作
り
で
あ
り
、
生

産
は
簡
単
に
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
瓦
を
伊
豆
に
出
荷
す
る
に
あ
た
っ
て
、

三
州
か
ら
取
り
寄
せ
て
出
荷
し
た
と
と
は
な
い
。
清
水
で
焼
い
た
瓦
を
出
荷
し
て
い
た
。

漆
喰
は
石
灰
を
仕
入
れ
て
使
っ
て
い
た
。
貝
灰
は
聞
か
な
い
。
ツ
ノ
マ
タ
を
煮
た
後
に

植
物
繊
維
の
ツ
タ
を
い
れ
、
石
灰
を
混
ぜ
て
漆
喰
を
つ
く
っ
て
い
た
。

渡
遁
氏
の
話
は
、
清
水
瓦
の
隆
盛
と
そ
の
衰
退
過
程
を
知
る
う
え
で
、
非
常
に
貴
重
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な
話
で
あ
っ
た
。
清
水
で
瓦
を
多
く
生
産
し
て
い
た
事
実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
十
年
・
も
す
れ
ば
誰
も
わ
か
ら
な
く
な
る
の
で

は
と
危
倶
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
長
崎
付
近
で
発
見
さ
れ
た
粘
土
採
掘
穴
と
い
う
の
は
、
巴
川
上
捕
の
長
崎
に

お
い
て
過
去
に
試
掘
調
査
を
行
っ
た
文
化
財
課
の
渡
漫
康
弘
氏
の
ど
教
示
を
受
け
て
の
と
と
で
あ
る
。
渡
遁
康
弘
氏
に
よ
れ
ば
、
直
径

五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
近
代
の
円
形
土
坑
を
確
認
し
た
が
、
近
代
の
瓦
工
場
の
土
取
り
穴
で
は
な
か
っ
た
か
と
指
摘

さ
れ
て
い
た
。
と
の
地
域
は
巴
川
の
形
成
し
た
水
性
粘
半
が
砂
層
と
互
層
に
な
っ
て
堆
積
し
て
お
り
、
採
掘
し
た
粘
土
は
水
簸
し
て
使

用
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

次
に
、
同
じ
く
金
左
衛
門
商
屈
と
闘
係
の
深
い
、
藤
枝
市
平
島
に
所
在
す
る
『
@
瓦
』
株
式
会
社
渡
措
置
商
唐
を
訪
問
し
、
渡
温
隆

之
氏
(
昭
和
一
一
七
年
生
ま
れ
〉
よ
り
話
を
伺
う
。
『
@
瓦
』
神
世
逼
商
庄
は
現
在
、
寺
社
仏
閣
を
中
心
に
瓦
葺
き
施
工
を
精
力
的
に
行
っ

て
お
り
、
代
表
取
締
役
を
つ
と
め
る
渡
遁
隆
之
氏
は
文
化
尉
修
理
に
造
詣
の
深
い
か
た
で
あ
る
。
聞
き
取
り
調
査
の
日
時
は
、
平
成

二
五
年
一
一
月
五
日
で
あ
る
。

株
式
会
社
渡
遁
商
唐
(
屋
号
『
⑮
瓦
』
)
は
、
藤
枝
に
移
る
前
は
巴
川
北
岸
の
江
尻
台
町
で
『
一
剖
』
瓦
第
三
工
場
と
し
て
操
業
し

て
い
た
渡
逼
武
雄
氏
の
末
弟
に
あ
た
る
渡
漫
好
夫
氏
が
創
立
し
、
隆
之
氏
が
引
き
継
い
だ
。
も
と
も
と
清
水
の
西
原
で
商
売
を
始
め
た

と
と
か
ら
、
屋
号
が
マ
ル
ニ
シ
と
つ
い
た
。
清
水
の
金
左
衛
門
商
庖
は
渡
遁
E
の
本
届
で
あ
り
、
兄
弟
・
息
子
た
ち
に
窯
を
持
た
せ
て

巴
川
沿
い
に
渋
川
・
能
島
・
北
矢
部
(
第
二
工
場
)
・
江
尻
台
町
(
第
三
一
エ
場
)
な
ど
工
場
を
幾
つ
も
持
っ
て
い
た
。
と
れ
ら
の
工
場

で
生
産
し
た
瓦
を
本
屈
に
集
積
し
、
駿
河
・
伊
豆
地
域
だ
け
で
な
く
東
京
な
ど
広
く
出
荷
し
て
い
た
。
達
雄
氏
は
販
売
・
屋
根
工
事
を

担
当
し
た
家
で
、
『
南
』
金
左
衛
門
の
名
を
継
い
だ
。
東
京
の
高
円
寺
に
も
『
副
』
渡
遁
商
庖
が
あ
り
、
東
京
で
の
営
業
を
主
に
担

当
し
て
い
た
。
隆
之
氏
も
子
供
の
と
ろ
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
て
東
京
に
行
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
達
雄
氏
は
追
分
で
操
業
し
て
い
た

望
月
一
二
蔵
商
屈
と
対
抗
し
て
伊
豆
へ
の
進
出
を
行
っ
て
い
た
が
、
二

O
年
ほ
ど
前
に
本
屈
で
あ
る
金
左
衛
門
商
賠
は
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
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金
左
衛
門
商
庖
の
瓦
生
産
は
、
渡
温
万
太
郎
氏
が
本
家
筋
で
あ
る
。
隆
之
氏
の
祖
父
護
遁
銀
蔵
氏
も
万
太
郎
氏
の
兄
弟
で
、
千
代
松

は
万
太
郎
の
父
に
あ
た
る
と
思
う
。
な
お
、
万
太
郎
氏
の
弟
子
に
は
い
っ
た
鬼
板
師
の
大
橋
誠
一
(
大
橋
景
月
)
氏
は
、
芝
増
上
寺
や

千
葉
法
華
経
寺
の
鬼
瓦
を
は
じ
め
、
多
く
の
寺
院
や
旅
館
・
邸
宅
な
ど
の
仕
事
を
行
い
、
昭
和
六
二
年
に
は
勲
七
等
青
色
桐
葉
章
を
受

け
て
い
る
(
園
部
)
。
大
橋
氏
は
森
田
=
一
津
蔵
か
ら
漆
喰
浮
彫
の
指
導
を
受
け
、
日
本
画
も
柳
田
華
紅
か
ら
学
ん
で
お
り
、
伊
豆
の
仕

事
も
多
く
受
け
持
っ
て
い
た
。
大
橋
氏
は
金
左
衛
門
商
屈
を
代
表
す
る
鬼
師
だ
っ
た
が
、
平
成
五
年
に
九
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

ま
た
、
現
在
の
引
掛
桟
瓦
は
明
治
の
初
め
に
工
部
省
営
繕
謀
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
明
治
八
年
に
渡
遁
金
左
衛
門
の

手
に
よ
っ
て
初
め
て
製
作
さ
れ
、
臨
済
寺
の
渡
り
廊
下
で
使
用
さ
れ
た
も
の
だ
。
と
の
引
掛
桟
瓦
を
考
案
発
注
し
た
の
は
臨
済
寺
の
和

尚
と
い
う
。
大
正
一
一
一
年
の
大
震
災
で
脱
落
防
止
の
効
力
が
認
め
ら
れ
た
引
掛
桟
瓦
は
、
大
正
一
五
年
に
日
本
標
準
規
格
瓦
と
な
る
。

東
京
に
市
場
を
も
っ
金
左
衛
門
商
屈
の
引
掛
桟
瓦
が
日
本
標
準
規
格
瓦
と
な
っ
た
の
は
、
渡
遁
万
太
郎
氏
の
兄
弟
で
国
会
議
員
を
つ
と

め
た
杉
山
徳
次
郎
氏
の
力
添
え
で
あ
っ
た
。
三
州
の
引
掛
桟
五
は
、
昭
和
十
三
年
以
降
に
政
府
の
補
助
を
受
け
て
市
場
を
広
め
て
い
っ

た。
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清
水
瓦
の
由
来
は
、
大
谷
で
の
生
産
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
大
谷
で
も
瓦
生
産
が
行
わ
れ
て
お
り
、
大
谷
川
を
下
っ
て
出
荷
し
て
い

た
。
清
見
寺
か
ら
文
政
二
年
の
大
谷
村
産
桟
互
の
箆
書
き
が
み
つ
か
り
、
と
れ
が
清
水
瓦
の
源
読
だ
と
思
う
。
大
谷
に
は
窯
師
も
い

て
、
達
磨
窯
の
築
造
や
補
修
を
行
っ
て
い
た
。
明
治
時
代
と
な
り
民
家
な
E
に
広
く
瓦
が
普
及
し
た
た
め
、
清
水
に
産
地
を
移
し
て

大
々
的
に
瓦
生
産
が
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
金
左
衛
門
商
庖
も
そ
の
と
き
に
立
ち
上
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。
・
も
と
も
と
は
、
駿
府
城

築
城
の
お
り
に
三
一
州
か
ら
瓦
職
人
が
移
住
し
、
巴
川
沿
い
の
良
質
な
粘
土
を
使
っ
て
嬬
し
瓦
を
生
産
し
た
の
が
始
ま
り
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
一
時
は
三
一
州
瓦
を
上
回
る
生
産
量
を
誇
っ
て
い
た
が
、
昭
和
三
一
年
か
ら
三
二
年
こ
ろ
は
生
産
が
ど
ん
底
に
な
っ
て
い
た
。
ま

た
、
煤
煙
公
害
で
達
磨
窯
生
産
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
昭
和
四
九
年
の
清
水
七
夕
豪
雨
で
巴
川
が
氾
濫
し
、
達
磨
窯
が
水
浸
し
た
こ

と
で
生
産
廃
業
と
な
っ
た
。
三
一
州
の
ト
ン
ネ
ル
窯
に
よ
る
大
量
生
産
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
と
思
う
。



旧
岩
科
学
校
の
箆
書
き
に
千
代
松
の
名
が
み
え
る
よ
う
に
、
伊
豆
に
は
清
水
瓦
が
多
く
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
金
左
衛
門
商
庄
は
、
西

伊
豆
は
も
と
よ
り
、
東
伊
豆
の
下
回
に
も
船
で
運
ん
だ
。
下
回
の
瓦
が
す
べ
て
三
州
瓦
と
い
う
の
は
あ
り
え
な
い
。
伊
豆
大
島
に
も
清

水
瓦
を
運
ん
で
い
る
。
三
一
州
瓦
は
主
に
新
し
く
な
っ
て
か
ら
普
及
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、
な
ま
と
壁
瓦
の
生
産
は
あ
ま
り

聞
か
な
い
。
敷
瓦
と
同
じ
な
の
で
注
文
を
受
け
て
生
産
し
て
い
た
と
思
う
。
釘
穴
の
位
置
も
わ
か
ら
な
い
が
、
各
辺
中
央
に
あ
け
る
の

は
分
割
に
際
し
て
合
理
的
だ
と
思
う
。
ま
た
、
静
岡
や
清
水
の
近
代
瓦
は
ほ
と
ん
ど
が
清
水
瓦
で
あ
る
。
三
州
か
ら
運
ん
だ
瓦
は
赤
い

塩
焼
瓦
だ
け
だ
。
と
れ
は
ゴ
一
州
で
し
か
焼
け
な
い
。
現
在
で
は
三
州
で
も
手
に
入
ら
な
く
な
っ
て
、
清
水
の
塩
焼
瓦
を
使
っ
た
近
代
遺

産
の
修
理
が
で
き
な
い
状
祝
だ
。
清
水
瓦
は
嬬
の
黒
が
い
い
。
三
州
よ
り
上
だ
と
思
う
。
ち
な
み
に
、
鬼
耳
製
作
で
奈
良
耳
と
の
交
流

も
あ
る
。

伊豆のなまと壁建造物群と清水瓦

渡
遁
商
底
に
は
、
大
橋
誠
一
氏
が
残
さ
れ

た
鬼
瓦
の
下
絵
や
金
左
衛
門
商
賠
関
係
の
資

料
が
多
く
保
管
さ
れ
て
お
り
、
と
れ
ら
の
資

料
を
分
析
す
れ
ば
清
水
瓦
に
つ
い
て
詳
細
に

わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
大
橋
誠
一
氏

に
よ
る
鬼
瓦
の
轍
密
な
下
絵
は
見
事
で
、
時

代
性
を
反
映
し
て
新
聞
紙
な
E
に
捕
か
れ
た

下
絵
も
多
く
残
さ
れ
て
い
た
。
先
の
渡
遁
達

雄
氏
か
ら
伺
っ
た
話
と
合
わ
せ
て
、

『@
耳
』

渡
遁
商
屈
で
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
、

近
代
静
岡
を
代
表
す
る
地
場
産
業
の
一
つ
で
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あ
っ
た
清
水
瓦
の
実
態
を
か
な
り
明
ら
か
に
で
き
た
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
伊
豆
は
海
と
山
の
固
で
あ
る
。
と
く
に
、
東
と
西
を
つ
な
ぐ
海
路
の
中
継
地
と
し
て
の
重
要
性
は
古
来
よ

り
変
わ
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
な
地
理
的
環
境
に
お
い
て
、
東
海
岸
南
端
の
下
回
は
江
戸
(
東
京
)
、
西
伊
豆
の
松
崎
は
駿
河
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
こ

と
は
容
易
に
想
偉
が
つ
く
。
な
か
で
も
下
回
は
、
日
米
和
親
条
約
に
よ
る
開
港
を
・
つ
け
て
諸
外
国
の
人
々
と
の
闘
係
を
深
め
、
安
政
の

大
津
波
後
の
復
興
で
は
江
戸
幕
府
の
威
信
を
か
け
て
町
並
み
が
復
興
さ
れ
た
と
い
う
。
下
回
の
町
の
復
興
と
近
代
化
の
な
か
で
、
和
風

建
築
の
美
的
景
観
だ
け
で
な
く
、
強
い
海
風
に
よ
る
大
火
防
止
の
た
め
に
も
、
瓦
葺
き
な
ま
と
壁
建
物
が
多
く
建
て
ら
れ
た
。
現
存
す

る
な
ま
と
壁
建
造
物
群
の
多
く
が
安
政
年
間
以
降
の
建
築
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
な
ま
と
壁
建
造
物
群
は
下
回
の
近
代
に
お
け
る
繁
栄

を
象
徴
的
に
示
す
記
念
物
だ
っ
た
と
い
え
る
。

と
の
よ
う
な
伝
統
的
建
造
物
群
に
葺
か
れ
た
桟
瓦
や
、
外
壁
を
美
し
い
な
ま
と
壁
で
彩
っ
た
耳
は
当
然
三
州
か
ら
船
で
運
ば
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
き
た
。
実
際
に

『土
藤
商
唐
』
に
残
さ
れ
た
瓦
の
帳
簿
類
を
み
る
と
、
三
州
瓦
と
の
取
引
が
多
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
下
回
と
同
じ
よ
う
に
、
近
代
化
の
中
で
な
ま
と
壁
建
造
物
に
よ
る
町
並
み
が
形
成
さ
れ
た
松
崎
で
は
、
様
相

が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
た
と
と
が
今
回
の
調
査
で
判
明
し
た
。
つ
ま
り
、
松
崎
の
な
ま
こ
壁
建
造
物
群
を
支
え
た
瓦
は
三
州
で
は
な

く
、
清
水
瓦
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
旧
岩
科
学
校
校
舎
の
瓦
に
残
さ
れ
た
「
渡
遁
千
代
松
」
の
ヘ
ラ
書
き
が
雄
弁
に
も
の
が

た
つ
て
お
り
、
松
崎
の
左
官
職
人
や
清
水
瓦
の
末
商
の
か
た
が
た
の
証
言
か
ら
も
十
分
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、
近
現
代
の
瓦
生
産
や
流
通
を
考
え
る
と
き
、
五
生
産
地
の
一
大
拠
点
と
し
て
三
州
瓦
の
存
在
を
大
き
く
考
え
る
。
も

ち
ろ
ん
、
三
州
瓦
が
瓦
の
生
産
・
流
通
に
果
た
し
た
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
し
か
し
、
近
代
の
静
岡
県
下
で
は
清
水
瓦
だ
け
で
な
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く
、
島
田
の
伊
太
瓦
や
初
倉
瓦
、
磐
田
・
袋
井
を
中
心
と
す
る
遠
州
瓦
な
ど
、
三
州
瓦
の
影
響
を
受
け
て
多
く
の
瓦
生
産
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
(
島
田
市
博
物
館
二

O
O六
)
。
こ
れ
ら
地
域
の
近
代
化
を
さ
さ
え
た
地
場
産
業
は
、
今
や
忘
れ
去
ら

れ
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
実
態
で
は
な
か
ろ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
現
代
産
業
の
基
盤
を
も
う
一
度
見
つ
め
な
お
し
、
よ
り
豊
か
な
地
域
史
像
を
描
い
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
忘
れ
去
れ

て
い
く
地
場
産
業
の
消
長
を
明
ら
か
に
し
、
次
世
代
に
語
り
継
い
で
い
く
と
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に

お
い
て
、
と
の
清
水
瓦
に
関
す
る
さ
さ
や
か
な
記
録
が
何
ら
か
役
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
望
外
の
幸
せ
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
静
岡
市
生
活
文
化
局
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
財
課
の
渡
遁
康
弘
氏
、
松
崎
町
企
画
観
光
課
の

山
本
公
氏
、
財
団
法
人
松
崎
町
振
興
公
社
の
鈴
木
誠
氏
、
下
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
謀
の
増
山
順
一
郎
氏
、
高
浜
市
や
き
も
の
の

里
か
わ
ら
美
術
館
の
金
子
智
氏
に
多
大
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
と
と
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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注2 

な
ま
と
壁
に
使
用
さ
れ
る
瓦
の
名
称
に
つ
い
て
近
世
に
は
「
腰
瓦
」
「
竪
瓦
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
海
鼠
壁
に
使
用
さ
れ
る
た
め
「
海

鼠
瓦
」
と
も
称
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
用
途
を
明
確
に
す
る
た
め
「
な
ま
と
壁
瓦
」
に
統
一
し
て
い
る
。

な
ま
と
壁
の
土
蔵
つ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
も
、
両
氏
よ
り
資
料
の
提
供
を
う
け
概
要
を
説
明
し
て
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
松
崎
在
住
の
左
官
職
人
の
紹
介
や
、
復
元
し
た
な
ま
と
壁
土
蔵
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
建
築
工
程
で
わ
か
っ
た

と
と
な
ど
を
実
地
で
も
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
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政
東
海
樟
波
の
挙
動
」
『
地
震
研
究
所
最
報
』
宜
九

日
比
野
秀
男
二

O
二
一
「
伊
豆
の
長
八
」
『
伊
豆
の
長
八
・
駿
府
の
鶴
堂

1
漆
喰
鍾
絵
天
下
の
名
工

1
』
財
団
法
人
静
岡
県
文
化
財
団

平
野
吾
郎
一
九
九
O
「
宮
川
瓦
窯
跡
歴
史
時
代
(
奈
良
・
平
安
)
」
『
静
岡
県
史
資
料
編
一
一
考
古
三
』

賀
茂
郡
教
育
舎
一
九
一
四

『南
豆
風
土
誌
』

静
岡
県
下
回
市
教
育
委
員
会
二

O
二
二
『
下
田
市
旧
下
田
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策
調
査
報
告
書
』

島
田
市
博
物
館
二

O
O六
『第
三
九
回
企
画
展
島
田
瓦
物
語
』

下
回
市
教
育
委
員
会
一
九
八
八
『
図
説
下
田
市
史
』

宗
教
法
人
清
見
寺
二

O
O五
『
史
跡
朝
鮮
通
信
使
遺
跡
興
捧
清
見
寺
境
内
清
見
寺
本
堂
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』

重
要
文
化
財
臨
済
寺
本
堂
修
理
委
員
会
一
九
九
四
『
重
要
文
化
財
臨
済
寺
本
堂
修
理
工
事
報
告
書
』

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
一
九
九
O
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
(
二
十
三
)
|
二
条
大
路
木
簡
一
ー
ー
』

松
崎
町
一
九
九
三
一
『
重
要
文
化
財
旧
岩
科
学
校
校
舎
修
理
工
事
報
告
書
』

松
崎
町
教
育
委
員
会
二

O
O二
a
『
松
崎
町
海
鼠
壁
の
あ
る
建
物
(
海
鼠
壁
調
査
報
告
書
ど

松
崎
町
教
育
委
員
会
二

O
O二
b

『
松
崎
町
史
資
料
編
第
四
集
民
俗
編
(
上
巻
)
』

松
崎
町
教
育
委
員
会
二

O
O五
『
松
崎
町
史
・
通
史
編
』
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